
図　自動制御式熱間矯正装置

　レール頭部きず補修工法は，テルミット溶接を利用した
補修溶接方法であり，低コストでレールきずを補修するこ
とが可能な手法です。しかしながら，摩耗に強い高硬度レー
ルへの適用が検証されていないため，施工が制限されてい
ます。また，熱間矯正によって補修部の熱収縮による落ち
込みに対処していますが，手動で矯正量を調整しているた
め作業性が悪く矯正量にばらつきが生じやすいです。そこ
で，本研究では，高硬度レールへの適用条件および熱間矯
正作業における自動制御機構について検討しました。その
結果，高硬度レールと同等の硬度となる溶接施工条件を提
案し，提案条件で作製した補修部が実用上十分な強度を有
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することを確認しました。また，熱間矯正時の矯正量を自
動で制御する新しい熱間矯正装置を開発しました。さらに，
当該装置を営業線における現地試験に適用し，標準的な施
工時間（約150分）で仕上げ作業を含めた補修作業を完了
できることを確認しました。


